
  
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新緑の春も過ぎ、梅雨明けはまだなのに真夏日のような天気が続いています。 

6 月 30 日に久良岐母子福祉会館屋上では、プール開きが行われ、水飛沫が 

強い日差しに輝いていました。 

2023 年の暑い夏は、まもなく本番を迎えます。 

 

 

 

 
 
 
 
 

〒232－0063 

横浜市南区中里３－23－１ 

☎  045－731－5994 

fax  045－721－3166 

http://www.kuraki-boshi.or.jp/ 

 

http://www.kuraki-boshi.or.jp/


 
  
 
 

 

令和 5 年 6 月 9 日。 

横浜ベイシェラトンホテルにて久良岐母子福祉会 定時評議員会が開催され

ました。2022 年度の事業報告・決算報告が承認され、今年は理事・監事の任

期満了の年で改選となり再任 5 名、新任 1 名の 6 名が可決承認されました。 

理事・監事の任期は 2 年。 

新任を 1 名迎え、久良岐母子福祉会は、また新たな一歩を進み始めます。 

    

役職 役員氏名 職業・勤務先・役職 

理事長 長井 晶子 久良岐乳児院院長 

       

常務理事 鈴木 八朗 くらき永田保育園園長 

        

理事 成田 信子 母子生活支援施設くらき施設長兼こども 

      家庭支援センターくらきセンター長 

理事 浅木 克眞 横浜みなとみらい税理士法人 

    代表社員 

理事 摩尼 昌子 社会福祉法人唐池学園 理事 

        

理事 佐藤 匡史 バックオフィス総研コンサルティング 

      合同会社 代表社員 
    

役職 役員氏名 職業・勤務先・役職 

監事 岡 章太郎 社会福祉法人恩賜財団神奈川県 

      同胞援護会 会長 

      社会福祉法人芳浄会別所保育園 

      理事長兼園長 

監事 鶴飼 一晴 社会福祉法人唐池学園 理事長 

        

 



 

 

令和５年６月１７日（土） 久良岐母子福祉会館 研修室 

『自己覚知、自己開示、福祉施設の報・連・相』      人材育成委員：奥山（記） 

  

入職してから２ヵ月ぶりに４施設の新任職員が集まりました。 

始めは緊張した面持ちでしたが、人材育成委員会の「楽しくリラックスして研修をしよう」を

モットーに当日は“ファッションで自分を表現したら”と題して、自身の服装から自分らしさ

を伝える自己紹介をして和やかに始まりました。 

 研修のテーマは、午前は「自己覚知、自己開示」、午

後は「福祉施設の報・連・相」です。 

４名ずつ３グループに分かれてグループワークを取り

入れながら、研修を行いました。 

 午前は、“オリジナル名刺”、“人生の折れ線グラフ”

を個人で作成し、グループ内で発表、共有しました。

発表のあとには必ずグループのメンバーからフィード

バッグをする時間を設け、感想を伝えていきます。自分では欠点に思えることも他の人から

見れば肯定的に感じられることもあり、見方を変えると強みや長所になるなど、フィードバッ

グを通して新たな視点や自分への気付きにつながったようでした。 

  

 午後は「報・連・相の説明」「傾聴のトレーニング」を行いました。 

人にはそれぞれコミュニケーションパターンがあり、自

分自身と相手がどんなタイプなのかを理解することで、

報連相を円滑にし、効果的なコミュニケーションを取る

ことができると学びました。また、傾聴のトレーニングで

は、３人一組となり話し役、聴き役、観察者になり交代し

ながら実践しました。聴く側は敢えて、目線を合わさ

ず、相槌をしないという手段も行いました。話し手は聞

き手の表情、目線、共感、頷き一つで話しやすさが変わることを体験し、同時に話しやすい

聞き手とはどうすると良いのか実践を通して学べたと思います。 

これらのことを日々の中で意識しながら、子どもや利用者、職員同士の関わりに活かして

いってもらいたいです。 

 

最後には、１２月までの目標を考えてもらい、達成可能でできることを具体的に掲げました。 

今年度久良岐母子福祉会で出会えたこのメンバー。それぞれの施設の中で業務が進み始

めた頃でもあります。 

一人ひとり施設や役職は違うけれど同期という仲間がいること、一緒に不安や課題を共感

したりできることで、仕事への活力にしていきたいと考えます。                       



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中里第三公園愛護会の皆さんと保育園年長園児

が近隣の公園にお花を植えました。 

お花の苗は春に種をまいて、これまで育ててきたも

のです。今日も愛護会の方に苗の扱いについて教

わり、ひとつひとつ植えていきました。お花も生きて

いて毎日大きくなっていますから、人の生活と同じ

ようにお日さまの光りを浴び、水をもらって、誰かに

みてもらって花を咲かせます。この公園では、近く

に住んでいらっしゃる愛護会の方が日々の水やり

をして下さっています。 

ありがとうございます。 

 地域の方とお仕事の最後は必ずあいさつと「タッチ」を 

します。この頃、小さいこどもを見かけるとその手にあるのは 

スマホで、しかもこんなに小さい時から扱いも上級者。 

一方、地域の方とのタッチは、こどもの家族の手のひらとも違う様々な手触りのぬくもり

との出会いです。目の前にあるのは、ゴツゴツした大きな手のひらだったり、ふくよかな

まぁるい手のひらだったり、そこにある手のひらは家族以外の人との関わりの印しです。 

時代のキーワードは「多様性」です。多様性の始まりにスマホを置いて、人とタッチをし

てみませんか？ 人の手のひらから何かを感じられたら、きっと多様なものも受け入れ

られ、人の和も広がっていくのかもしれませんね。 
 R. Uchida （記） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 久良岐保育園 

 久良岐乳児院 

 母子生活支援施設 くらき 

 くらき永田保育園 

 

 

 



 
 
 
   
  
 
 

ほっかほか会で  

バケツ稲を育てよう！ 

昨年から始めた『ほっかほっか会』。 

大きな園庭でたっぷり遊んだ後は、毎回 

私たちがつくる美味しく・心が温まる 

おむすびをお届けしています。ですが・・・ 

 

もっと地域の方と繋がっていきたい！ 

心と心を結んでいきたい！ 

 

と考え、バケツでお米作りに挑戦中です。 

地域の方と一緒に育てた稲で作ったおむすび

をみんなで食べられますように。 

 

久良岐の前を通ると「あじさいの道があるね」と、地域の方々
が立ち止まり、ホッと一息ついて休憩できる。そんな場所にな
るようにという思いで始まったあじさいロードプロジェクト。

地域の方に頂いたあじさいを挿し木にし『きれいに咲きますよ
うに』と願いながら育ててきました。そして、2 年の月日を経
て花が咲き久良岐の玄関を彩っています！早速、地域の方から

「綺麗にたくさん咲いているね」と言っていただきました。 

お米作りは全員初心者。自分たちなりに勉強をし、地域の方にアドバイスを頂きながら 

田植えの準備を進めてきました。迎えた当日は「誰も来なかったらどうしよう」と思うほど

の大雨。そこへ来てくれた地域の方と一緒に土作りからスタート。「美味しくなるといいね」

と会話を楽しみながら無事に稲を植えることが出来ました。 

 

 

後日…。 

園庭に遊びに来てくれた地域のお友だちがバケツ稲を囲み

「これ何か知ってる？」「お米になるのかな～！？」と会話を

していました。 

わたしたちの米づくりは始まったばかり。これから育ってい

く稲を、久良岐に遊びに来た方たちと成長を見守りながら 

大切に育てていきたいと思います。 

想いを込めて・・・ 



 
 

 

昨年度、乳児院は広報紙を通じて、広く長い地域とのかかわり、支援について、様々な視点からご紹介させていただきました。 

では、実際に乳児院に関わってくれている地域の人たちは、どのような思いをもって、関わってくれているのでしょうか？ 

今年度は、そんな地域の人々の“声”を聴き、その“想い”を伝えていきます。 

ビフォー 

アフター 



生産・提供

お野菜を提供してくれている和田さん

届ける

「中里こどもふれあい広場

いきいき」の原田さん

受け取る

母子生活支援施設利用者

活かされる

提供された物の活用

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『地域との顔と顔の見える関係性に向けて‼』      

    21  
  

て‼
 

畑 で は  作   
  和の畑♪  

顔と顔の見える関係性を目指して、提

供者から利用者に安心して新鮮な野菜が

渡り、しっかり活用される事を目的に和

田さんの紹介ポスターを掲示しました。 

提供者や生産者の思いを少しでも利用

者へ伝えて関係を繋ぎ、これからのつな

がりも育んで行ける様に和田さんへイン

タビューを行いました。お野菜を育てる

うえでの苦労や大変なこと、久良岐と関

わる切っ掛けなど、お話を聞く機会を頂

きました。 

 生産者の方から新鮮なまま運んで下さ

る方にどんな様に野菜が活用されている

のか？まごころ新鮮野菜がこども達に、

どの様に届いているのか？利用者がどの

ように野菜を使って料理を行っている？

食したのか？許可を頂いて写真の提供の

協力をしてもらいました。 

今までのお礼と提供されたものが

利用者の手に渡り、どのように活用

されたのか？を和田さんへお伝え出

来ました。 

くらきではここ数年のコロナの流行を機に、社会全体で失われてしまった顔と顔の見える人との付き合いを地域との関わりを通して取

り戻して行く活動を進めています。くらきでは地域へ向けた取り組みを『繋がる・つなげる』、『ひろげる・広がる』、『しる・まなぶ』の

3つを挙げ、その取り組みの一つである『繋がる・つながる』を今回、特集する事にしました‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和田さんは某企業に務められ、海外

で支社の立ち上げなどに寄与され定

年後に横浜市が実施している「市民農

業大学講座」を受講後に公園の緑地等

ボランティア活動をされ。その後に農

業の学び直し。現在、保土ヶ谷区の

60～70 坪の畑で年間 30 種類以上

のお野菜を育てています。 

コロナ感染拡大に伴い「中里こども

ふれあい広場いきいき（こども食堂）」

への提供が出来なくなってしまって

いた所、母子生活支援施設への提供の

話を原田さんから頂いたのが切っ掛

けとなり、くらきとの関係がスタート

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おいしい～‼ 

アイディア沢山の

調理を喜んで食べ

ています♪ 



 

 

 

 

 

           

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

子ども達が『こどもの日祝い』当日までを盛り上げて、楽しんでいけることを大切にする 

 

 

くらき永田保育園では子ども達の

『今』の経験を支援するために職員

間の保育への想いの伝え合いを大切にし

ています。 

 

具体的には 

★「０歳児から始まる自己決定と意見 

表明」を表出できるような働きかけ 

を行います。 

★子どもが納得のいく形で決めていく 

ことを意識しています。 

★今子どもが何に興味・関心があるか 

をキャッチし、広げていくことを支援 

します。私たちも一緒に遊び・探求 

しています。 

★『してもらう行事』から『自らが参画 

する行事』にしていきます。 

 

こうした日々の保育・子どもたちへの支

援に対する私たちの『想い』を、目に見え

るカタチにしていこうと思っています。 

今回はそうして行われた「こどもの日祝

い」をご紹介します。 

 

 

保育や行事の様子を 

お伝えするために、 

 

インスタグラム 

始めました♪ 

さわって

みたい！ 

 

ちかくで

みたい！ 

 

におい

をかい

でみる 

 

はっぱをめ

くってみる 

 

葉っぱも

食べよう

とする子

も！ 

 

保育園の行事の１つ

をご紹介します 

リユース せいさくしたい！ 

鯉のぼりの 

かくれんぼ 

さみしそう 
げんき

ない 

いろがうすいね 

どうやってやるの？ 

こうするんだよ！ 

クレヨン

だとぬり

づらい 

もっとつくり

たかった～ 

えのぐでいろを

つけてみたら？ 

（何色も線

を描くと）

にじみたい

だよ！ 

乳児さんも参加 

ここにも 

あったよ！ 

いろがまざって きたなくなっち

ゃった…でもオリジナルだよ！！ 

鯉のぼりパワーアップ 

プロジェクト始動！ 

始動！！ 

色褪せてしまった昨

年までの鯉のぼり 

パワーアップした 

新生 鯉のぼり 

片付けまでが

遊びです！ 

2階のテラスに初めて 

鯉のぼりが出現！ 

菖蒲の葉 

を見て… 

おやつは 

柏餅♪ 

自分で作った

鯉のぼりを 

あちこちに 

『かくれんぼ』

させることが

ブームになりま 

  した 

40匹の葉っぱ鯉

のぼりを探せ！ 

おうちで作っ

た鯉のぼりを

飾ってくれま 

した 

鱗もリユース おうちでも作って

みてくださいね 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
             

 新広報委員での初編集 久良岐便りとな

ります。施設の特色を出すように、そして

広報委員だけが作るのではなく施設みんな

で話し合い、意見をもらい職員からも発刊

を待ってもらえるような記事を作ろう！を

合言葉に編集会議を進めました。知っても

らう・見てもらう・待っててもらう、そん

な読者を増やしていければと七夕飾りに願

いを込めました。 

 各委員と普段お世話になっている読者の

皆様に何かお返しができないか？と考えて

おります。 

 初の試み、次回ご期待ください。 

 

令和 5 年度 広報委員 

高山 佐藤（久良岐保育園）  

久野 郷間（久良岐乳児院） 

田代（母子生活支援施設くらき）  

寺田（くらき永田保育園） 

広報委員長 嶺岸（法人本部） 

第 72 号 

令和 5 年 7 月 13 日発行 

 

 




